
項目 No. 質　　問　　内　　容 年度
◎
○

そう思う
どちらかという
とそう思う

どちらかという
とそう思わない

そう思わない
△
▲

14.1% 68.5% 13.2% 4.2%

R5年度

R4年度

38.3% 51.1% 7.9% 2.7%

R5年度

R4年度

25.1% 52.7% 17.4% 4.8%

R5年度

R4年度

13.7% 69.2% 15.6% 1.5%

R5年度

R4年度

21.6% 63.2% 10.9% 4.3%

R5年度

R4年度

30.6% 49.5% 16.3% 3.6%

R5年度

R4年度

19.2% 65.3% 11.7% 3.8%

R5年度

R4年度

16.7% 65.8% 13.7% 3.8%

R5年度

R4年度

11.7% 52.3% 27.8% 8.2%

R5年度

R4年度

11.6% 61.9% 22.0% 4.5%

R5年度

R4年度

73.5% 26.5%
75.1% 24.9%

86.2% 13.8%

17.5%

9
学校は、教育用ICT機器
（タブレット端末など）を
積極的に活用している

R6年度
64.0% 36.0%
62.5%

65.0%

37.5%

35.0%

85.1% 14.9%

　

教
育
環
境

10
学校は、毎日安心して生活
できるように、日々の感染
症予防対策を行っている

教
育
活
動

▲

▲

△

△

生徒の状況について担任と
の連携が図れている6

R6年度
80.1% 19.9%

学校は、清掃が行き届き、
いつもきれいである7

R6年度
84.5% 15.5%

87.1% 12.9%

87.0% 13.0%

85.6% 14.4%

84.9%

学校は、不審者対策と実
行、危険個所などへの配慮
があり、安全である

8
R6年度

82.5%

先生は、わかりやすい授業
を工夫している4

R6年度
82.9% 17.1%

先生は、生徒をよく理解し
真剣に対応している5

R6年度
84.8% 15.2%

85.1%

84.7% 15.3%

82.3% 17.7%

87.8% 12.2%

3

1

学校は、教育目標－自主・
責任・礼儀（アレスポ精
神）に沿って教育活動を進
め、成果を上げている

R6年度
82.6% 17.4%

生徒は、おおむね安定した
心で登校している2

89.4% 10.6%

87.9% 12.1%

91.0% 9.0%

86.9% 13.1%

R6年度

R6年度生徒のことで心配事がある
とき、気軽に学校に相談で
きる

80.3% 19.7%

77.8% 22.2%

令和６年度保護者アンケート集計結果

14.9%

86.9% 13.1%

83.0% 17.0%

△
▲

◎

R6年度

15.1%

84.0% 16.0%
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大 治 中 学 校
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礼儀(POlite)
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よい傾向にある ◎：「そう思う・どちらかというとそう思う」が85％以上

○：前年と比べ「そう思う・どちらかというとそう思う」が4%以上増加

改善の必要がある △：「そう思わない・どちらかというとそう思わない」が20%以上

▲：前年と比べ「そう思わない・どちらかというとそう思わない」が4%以上増加

学校評価アンケート（保護者用）集計結果
今年度も「大治中学校をよりよくするための学校評価」を実施したところ、多くの保護者の皆様にご協力を

いただきました。

教育活動･教育環境について
令和６年度の学校生活について、感染症等による活動制限はほぼ無くなりました。しかし、不審者情報

の増加等校内の安全を考えると防犯対策の必要性を感じています。生徒が安心して生活を送ることができ

るよう努めて参ります。ご理解・ご協力の程、よろしくお願いします。

質問３「生徒のことで気軽に学校に相談できる」質問６「生徒の状況について担任と連携が図れてい

る」について、開かれた学校を目指すにもかかわらず、保護者の皆様にはご心配をおかけする結果となり

ました。今後、相談しやすい雰囲気づくりに務めるとともに、連携を取り合いながら問題の早期解決を目

指していきます。

質問９「学校はICT機器を積極的に活用している」について、授業参観やホームページ等での発信が必要

であると考えます。また、家庭学習での活用についても、研究を重ねて参ります。



項目 No. 質　　問　　内　　容 年度
◎
○

そう思う
どちらかという
とそう思う

どちらかという
とそう思わない

そう思わない
△
▲

37.9% 52.8% 7.5% 1.8%

R5年度

R4年度

20.9% 57.2% 14.9% 7.0%

R5年度

R4年度

20.5% 59.6% 16.5% 3.4%

R5年度

R4年度

23.8% 62.3% 11.5% 2.4%

R5年度

R4年度

18.7% 63.5% 15.3% 2.5%

R5年度

R4年度

42.5% 46.2% 7.5% 3.8%

R5年度

R4年度

18.6% 58.1% 20.5% 2.8%

R5年度

R4年度

14.1% 49.2% 29.3% 7.4%

R5年度

R4年度

26.7% 59.3% 11.7% 2.3%

R5年度

R4年度

15.7% 68.9% 12.7% 2.7%

R5年度

R4年度

41.6% 37.4% 6.8% 3.4%

R5年度

R4年度

11.2% 50.1% 34.4% 4.3%

R5年度

R4年度

17.6% 65.3% 14.5% 2.6%

R5年度

R4年度

80.4% 19.6%

13
R6年度

80.1% 19.9%

R6年度
86.1% 13.9%保健便りや検診の結果のお

知らせは、子どもの生育に
役立っている

14

各種の通信は、学校や学校
行事、生徒の様子がよくわ
かる

78.8%

15
R6年度

生徒は、好ましい友人関係
があり、楽しく登校してい
る

16 88.7%

△

△
▲

13.4%

19.7%

23.8%

11.3%

△

部活動に参加している生徒
は、部活動に意欲をもって
取り組んでいる

21 79.0% 10.2%

開
か
れ
た
学
校

生
徒
活
動 19 86.0% 14.0%

学校は、生徒会活動や委員
会活動を大切にし、社会性
の育成に役立っている

20 84.6% 15.4%

76.7% 23.3%生徒は、気持ちのよい挨拶
をする17

◎

79.2%

生徒は、意欲的に学習に取
り組んでいる18

学校は、地域の行事やボラ
ンティア活動に積極的に参
加できるように配慮してい
る

82.2% 17.8%

◎
86.9% 13.1%

86.8% 13.2%

76.2%

70.0% 30.0%

68.1% 31.9%

80.3%

授業参観（含む学校行事
等）の開催回数は、適当で
ある

11
R6年度

90.7% 9.3%

学校行事やＰＴＡ活動に気
軽に参加できる12

R6年度
78.1% 21.9%

93.6% 6.4%

93.2% 6.8%

75.0% 25.0%

74.3% 25.7%

◎

88.9% 11.1%

76.8% 15.0%

89.4% 10.6%

83.2% 16.8%

87.4% 12.6%

86.2% 13.8%

89.8% 10.2%

86.0% 14.0%

生徒は、社会や学校のルー
ルをよく守っている

R6年度

R6年度

R6年度

R6年度

R6年度

R6年度
63.3% 36.7%

80.2% 19.8%

▲

◎

21.2%

「
特
別
の
教
科
 
道
徳
」

23

授業では、問題や課題につい
て自分の意見を発表したり、
仲間と対話したりする機会が
設定されている

82.9% 17.1%
83.1% 16.9%

82.4% 17.6%

22
生徒は授業で生き方につい
て考えることができている

R6年度
△61.3% 38.7%

63.1% 36.9%

64.9% 35.1%

R6年度

開かれた学校･生徒活動・「特別の教科 道徳」について
質問１２「学校行事やＰＴＡ活動に気軽に参加できる」について、「△」はついているものの、年々減少

傾向であり保護者の方の意識が変化している状況にあります。今後、ＰＴＡ役員の皆様とともに話し合いを

進め、一人でも多くの方のご協力をいただけるよう考えて参ります。

質問１８「意欲的に学習に取り組んでいるか」については、毎年の課題として取り上げられています。各

学年、各学級、各教科で様々な方法を考えているところです。各学年では「５教科の学力コンクール」を実

施し、基礎学力の定着及び意欲を高める工夫を凝らしています。時間はかかっていますが、長い目で対応さ

せていただければと思います。

現代社会において、自分の考えていることや自分のことを人前で発表する機会が増えています。プレゼン

テーション能力を身につけることがとても大切であると感じます。９教科だけでなく道徳や学活等、一人一

人に考えさせていく場面を設け、学校公開日などでその様子を見ていただけるようにできたらと思います。

前年度の数字と比較して記載させていただきました。今後、学校に何が必要なのかを考えるきっかけを与

えていただいたものと考えます。これからも保護者の皆様と手を携え、「大治中をよりよくするため」に尽

力して参ります。

学校評価アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。

であると考えます。また、家庭学習での活用についても、研究を重ねて参ります。


